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イネ葯の発達に関連する遺伝子群の解析 
 
 
 
 
 

 高等植物における雄性の生殖器官である葯及び花粉の発達には様々な複雑な現象が関与している。そ

れらの現象は時間的・空間的に厳密にプログラムされた多数の遺伝子によって制御されている。演者は

これまでにマイクロアレイ解析を通して多数の葯特異的遺伝子をイネから同定した。これらのイネ葯特

異的遺伝子の中で、未成熟期葯で特異的に発現する遺伝子に着目し､過剰発現や発現抑制系統による機

能解析を行い bHLH 型転写因子遺伝子における発現抑制系統で、顕著な雄性不稔を示すことを見いだ

した。 

本研究では雄性不稔を示した bHLH 型転写因子遺伝子の発現抑制系統のマイクロアレイ解析から、

葯の発達中に起こる細胞死などに関わる遺伝子について推測した。また、高温感受性雄性不稔変異体に

ついても形態観察およびマイクロアレイ解析を行い、葯の発達に関連する遺伝子のネットワークを推測

したことなどについて、議論する。 

 
****************************************************************************** 
なお、不明な点は、生命科学研究科・植物生殖遺伝分野・渡辺（nabe@ige.tohoku.ac.jp）までお願いします。 
共催：特定領域研究「植物ゲノム障壁」、若手研究(S)「アブラナ科自家不和合性」、新農業プロジェクト 
 
 
 
 
 

 


